
第４回大分市佐賀関大規模火災 生活再建支援・復興本部会議 概要 
 

開催日：令和８年８月２０日（木） 

出席者：本部長（足立市長） 

    副本部長（佐藤副市長、松田副市長） 

    幹事（西田上下水道管理者） 

    本部員（部局長等 １６名） 

    大分県（防災局） 

    事務局員（武安事務局長 以下１０名） 

次 第：１．本部長 あいさつ 

２．各種報告 

・公費解体・筆界確認の進捗状況 

・被災者の巡回訪問による健康支援 

・復興市営住宅建設事業の落札者 

    ３．復興計画（案）について 

・復興計画（案）概要版 

・復興意見交換会 

４．その他 

・経過及び対応状況 

  

会議概要 

【議題の概要】 

１．各種報告について                      

○公費解体の進捗状況 

 

（現在の実施状況）令和８年８月１７日現在 

撤去予定棟数 １７１棟 

撤去済棟数 ９９棟 

進捗率 約５７.９％ 

 

 

○筆界確認の進捗状況 
全壊区域内の筆数 
       ７６筆 

境界の協議済み筆数 
        ７５筆 

未協議筆数 
       １筆 

その他の筆数 
       １５筆 

境界の協議済み筆数 
        １５筆 

未協議筆数 
     ０筆 

全体筆数 
       ９１筆 

境界の協議済み筆数 
        ９０筆 

 未協議筆数 
       １筆 

  

 

 ○被災者の巡回訪問による健康支援 

（目  的）第１回目訪問（令和８年１月～２月）の結果を踏まえ、半年後の巡回訪問等に 
よる健康支援を実施。 

（対  象）７０戸 １１１人 
（実施方法）訪問または電話連絡 
（実施期間）６月１日～７月１６日 

 

（実施結果） 
  ・健康・支援状況 
    高齢者が多く、被災による生活環境の変化等の影響で体調や介護度に変化がある人 

もいるが、被災起因の急激な体調変化や新規の要支援者はなく、個別対応が必要な 
人はすでに既存の医療・介護サービスへ繋がっている。 
 

   ・社会的繋がり 
    住民の交流は概ね維持・回復傾向にある人が多く、仕事・趣味・家族・地域サービ 

スが精神的支えや生活維持に寄与している。 
 

   ・住まい・居場所への思い 
住まいに対しては「元の地域へ戻りたい」という帰還願望がある一方で、現住居で 
の利便性から住宅選択に葛藤がある人もいた。慣れない集合住宅特有の騒音・生活 

課題が不安要因となっている人もいた。 
 

 （今後の対応） 
・継続支援している被災者に対しては、支援を継続 

・被災１年後の巡回訪問 

 

○復興市営住宅建設事業の落札者 

 （落札者） 

入札参加者名 梅林・東九州・矢野設備特定事業共同企業体 

代表企業 梅林建設株式会社 

構成企業 
東九州設計工務株式会社 

株式会社矢野設備設計 

 

（落札金額） 

   926,100,000 円（消費税および地方消費税を除く） 

 

（事業概要） 

  （１）事業期間：事業契約締結日（令和 8 年 9 月中旬予定）～令和 9 年 12 月 17 日 

  （２）事業方式：設計・施工一括発注方式 

 

２．復興計画（案）について 

   資料１参照 

 

○復興意見交換会 

【開 催 日】 令和 8 年８月２３日（日） 

【開催場所】 佐賀関市民センター１階 集会室 

【内  容】 復興計画（案）について  

 

３．その他  

【経過及び対応状況】 

  資料２参照 



➢ 被災5地区（田中１、田中２、田中３、東町、神山）

は海岸部と背後の急斜面に挟まれた狭小な土地

に住宅が密集する地区となっています。

➢ 人口は減少傾向、住民の約７割を高齢者が占め

る深刻な超高齢化が進行しています。

➢ 幅員４m未満の狭あい道路が大部分を占め、接

道義務を満たさない敷地が多く存在します。

第１章 計画の基本事項

大分市佐賀関大規模火災 復興計画(案) 概要版

■ 計画策定の趣旨： 「大分市佐賀関大規模火災復興計画（以下、本計画という。）」は、被災者だけでなく、

地域に関わる全ての方々が理念や考え方を共有する中で、復興のめざす姿を示すとともに、復興に向

けた具体的な事業概要を取りまとめる「大分市佐賀関大規模火災復興まちづくり実行計画（以下、実行

計画という。） 」につながる計画として策定します。

■ 復興に向けた役割：被災者・地域住民・各種団体・行政がそれぞれの役割を認識し、「自助」「共助」「公

助」の考え方のもと、一体となって復興を推進していくことが必要です。

■ 計画の位置づけ：確実かつ迅速な復興を推進するため、被災地域に関わる方々と対話を重ねながら、

「本計画」と「実行計画」を策定します。

第２章 佐賀関大規模火災の概要

神山区

東町区
田中１区

田中２区

田中３区

田中運動公園

計画エリア（青）
約１１ヘクタール

被災エリア（赤）
約２ヘクタール

被災５地区の総人口および年齢３区分別人口推移
（資料：住民基本台帳）

「自助」「共助」「公助」の関係性

■ 計画期間：本計画を踏まえ、実行計画を２０２７年３月末までに策定し、実行計画に基づく復興事業の計画

期間を２０２７年度から２０３１年度までの５か年とします。

計画の位置づけ

大分市佐賀関大規模火災
復興まちづくり実行計画
（復興アクションプラン）

復興マスタープランである本
計画で示された復興のめざす
姿を実現するために、復興の
理念や視点に基づき実施する
事業を具体的に示すものです。

大分市佐賀関大規模火災
復興計画

（復興マスタープラン）

被災地域や周辺を含む地域全
体の現状や課題を踏まえ、復興
の理念や復興の視点など、復興
のめざす姿を示すものです。

本計画

計画の対象範囲

■ 被災地の特性

計画期間

日時

覚知 ２０２５年１１月１８日（火） １７時４５分

鎮圧 半島部分 ２０２５年１１月２０日（木） １１時００分

蔦島 ２０２５年１１月２８日（金） １３時３０分

鎮火 半島部分 ２０２５年１１月２８日（金） １３時３０分

蔦島 ２０２５年１２月 ４日（木） １４時００分

焼失棟数 １９６棟（住家９６棟、空き家７５棟、その他２５棟）

焼失範囲
約６．３９ヘクタール（約６３，９３７㎡）

うち住宅エリア約２３，３２１㎡ ※焼損床面積は約１２，５６３㎡

消防機関
等の活動
状況

〇現場消火活動

・大分市消防局 活動人員 延べ ４８９人

・大分市消防団 活動人員 延べ ６０１人
・防災航空隊 大分県防災航空隊、熊本県防災航空隊、福岡市消防航空隊

・大分県内（別府市、臼杵市、津久見市、佐伯市、豊後大野市、由布市）
延べ 13台 58人
〇消防局・消防団ともに警戒巡回を実施

佐賀関大規模火災の概要（大分市消防局・防災局防災危機管理課）

被災直後の被災地の様子

➢ 当時、湿度は乾燥注意報発令基準に近く、強風注意報が出ていた気象条件下にあり、さらに狭あい道路

に建物が密に並んでいたことから、延焼・飛び火への対応が困難であったため、短時間で広範囲に延焼

拡大しました。

■ 災害の概要

■ 佐賀関地域における『復興に向けた考え方』：被災地の復興においては、単に被災地域とその周辺だけ

を考えるのではなく、広範な視点に立ち、佐賀関地域全体の「防災力の強化」や「観光資源の活用」など

により、地域全体の課題解決やその効果を地域全体へ波及させる、「地域活力の復興」が必要です。

佐賀関地域広域図

計画期間

計画期間

策定

策定

資料１都市計画課



【復興の視点】

復興における課題や復興の理念を踏まえて、「３つの

視点」を掲げ、復興まちづくりを推進していきます。

大分市佐賀関大規模火災 復興計画(案) 概要版

【復興のキャッチフレーズ】

復興の理念や意見交換会での住民意見を踏まえ、

復興のキャッチフレーズを作成しました。

➢ 復興の理念及び３つの視点を踏まえ、復興に向けて重点的に取り組む６つの施策を設定します。

➢ 各施策に基づく具体的な事業、実施主体、実施時期等については、 実行計画において定め、計画的かつ着

実に復興を推進します。

第４章 主な施策

椎根津彦（しいねつひこ）神社の春季大祭イメージ写真

■ 主な取り組みの例

計画エリアゾーニング

【復興イメージ（計画エリアゾーニング）】

➢ 復興のめざす姿を実現するため、２０２

７年３月末までに具体的な施策や事業

を示す「実行計画」を策定します。実行

計画では、実施すべき事業・施策を具

体化し、事業の取組概要・事業主体・ス

ケジュール等を明示します。

➢ 実行計画策定後、「大分市 生活再建支

援・復興本部事務局」において、定期的

（概ね1年毎）に進捗を評価し、住民の

方々へ適宜報告いたします。併せて

ホームページ等で公表いたします。

第５章 進捗管理

復興計画と実行計画

第３章 復興に向けてめざす姿

【復興の理念（復興のことば）】

被災した住民で作る自治組織「田中連合区復興事

務局」からいただいた5つの「復興のことば」を、本

計画における『復興の理念』として位置付けます。

■ 復興のめざす姿

復
興
の
３
つ
の
視
点

『復興から未来へ つながりあふれる佐賀関』復興の理念（復興のことば）

復興を果たし、誰もが親しむ地域づくり

復 興

みんなが笑顔あふれる安全安心な地域づくり

安全・安心なくらし

人と人がつながり、交流を育む地域づくり

交流を育む

多様な世代が暮らし、次世代に地域をつなぐ

未来への継承

伝統文化を未来へつなぐ

地域の伝統をつなぐ

復興の理念、復興の視点と６つの施策との関連性

復興計画
（復興マスタープラン）

復興のめざす姿を示します。
復興施策の大きな指針となります。

計画の基本事項

佐賀関大規模火災の概要

復興に向けてめざす姿

主な施策

進捗管理

復興まちづくり実行計画
（復興アクションプラン）

復興計画で示した復興のめざす
姿を実現するための具体的な施
策を示します。

復興に向けてめざす姿

取り組む施策

イメージパース
（事業者選定時の提案資料より抜粋）

※ 事業者選定時の提案資料であり、形状・色彩・
外構・植栽等は変更となる場合があります。

【復興市営住宅の建設】 【主要防災道路の整備】 【伝統文化活動の継承】

資料１都市計画課



大分市佐賀関大規模火災生活再建支援・復興における経過及び対応状況                
 

１．現在までの復旧、復興状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．寄附金・義援金の受入・支給状況および罹災証明書等の発行件数 

①復興事業に活用する寄附金（８月１２日（水）現在） 

項目 金額 
一般寄付 150,581,090 円 
市町村等見舞金 3,950,000 円 
ふるさと納税（企業版） 1,178,000,000 円 
ふるさと納税（個人） 126,923,128 円 

計 1,459,454,218 円 

 

②被災者への義援金 ※６月３０日（火）をもって受付終了。７月３１日（金）にすべての義援金を配分済み。 

※県の義援金は県、日赤、共同募金の総額 
・義援金配分内訳 

被害の程度 全壊 準半壊・一部損壊 
振込日 総額（予定含む） 

申請件数 92 件 15 件 
市）第１次配分 100 万円 10 万円 1 月 13 日 93,５00,000 円 
市）第２次配分 250 万円 25 万円 2 月 13 日 233,750,000 円 
市）第３次配分 200 万円 20 万円 4 月 17 日 187,000,000 円 
市）第４次配分 93 万円 9.3 万円 7 月 17 日 86,025,000 円 
田中連合区復興事務局 - - - 1,893,155 円 
県）第１次配分 150 万円 15 万円 1 月 20 日 140,250,000 円 
県）第２次配分 130 万円 13 万円 2 月 13 日 121,550,000 円 
県）第３次配分 220 万円 22 万円 3 月 10 日 205,700,000 円 
県）第４次配分 220 万円 22 万円 ６月 ５日 203,500,000 円 
県）第５次配分 32 万円 3.2 万円 ７月３１日 29,600,000 円 
田中連合区復興事務局 - - - 1,314,631 円 

計 1,395 万円 139.5 万円 ― 1,304,082,786 円 
 
  

③被災者への支援金・見舞金の状況（8 月１７日（月）現在） 

項目 内容 件数 金額 支給状況 

被災者 

生活再建 

支援金 

基礎支援金 自然災害により居住する住宅が全壊するなど

生活基盤に著しい被害を受けた世帯に対し、生

活の再建を支援するために支援金を支給する 

82 件 68,750,000 円 支給済 

加算支援金   ８件 12,875,000 円 支給済 

見舞金（市独自） 
佐賀関大規模火災により被害を受けた家屋に

居住する世帯の世帯主に見舞金を支給する 
93 件 4,650,000 円 支給済 

 

 ④罹災証明書、被災証明書の発行件数（８月１７日（月）現在） 

  ・罹災証明書 109 件（全壊：94 件、準半壊：1 件、一部損壊：14 件） 

・被災証明書 18３件 

 

３．現在の被災者の状況（８月１７日（月）現在） 

転居先・避難先等 世帯数 人数 

市営住宅 3８世帯 ５８名 

民間みなし仮設 1７世帯 2７名 

自身で確保 2１世帯 2５名 

施設・入院 １５世帯 １６名 

死亡 ３世帯 ５名 

合  計 94 世帯 131 名 

 

４．公費解体の実施状況（8 月１７日（月）現在）  

   撤去予定棟数   １７1 棟 

撤去済合計数    ９９棟  ※進捗率約 57.9％ 

 

日時 内容 

令和 7 年 11 月 18 日（火） 佐賀関大規模火災発生 

11 月 19 日（水） 災害救助法の適用決定 

11 月 21 日（金） 市民サポートセンターの設置 

11 月 24 日（月） 第 1 回住民説明会（火災の対応状況、今後の支援） 

11 月 25 日（火） 罹災証明書の申請受付開始、被災者生活再建支援法の適用決定 

12 月 1 日（月） 大分市災害ボランティアセンターの設置 

12 月  2 日（火） 第 2 回住民説明会（住まい、支援金、家屋の片付け） 

12 月 3 日（水） 被災者生活再建支援金の申請受付開始 

12 月 12 日（金） 大分市佐賀関大規模火災見舞金の申請受付開始 

12 月 19 日（金） 災害義援金の申請受付開始 

12 月 21 日（日） 第 3 回住民説明会（公費解体、まちづくり） 

12 月 26 日（金） 指定避難所の閉鎖（17 時） 

令和 8 年  1 月  5 日（月） 公費解体の申請受付開始 

１月 15 日（木） 公費解体の開始、保健師等による巡回訪問 

  1 月 25 日（日） 第 1 回 地域のきずな交流会 

2 月 1 日（日） 支え合いセンター設置 

2 月 22 日（日） 第 2 回 地域のきずな交流会 

2 月 25 日（水） 第１回 個別意向調査（アウトリーチ）開始 

3 月 22 日（日） 第 3 回 地域のきずな交流会 

４月１２日（日） 第１回 意見交換会 

４月１３日（月） 第２回 個別意向調査（アウトリーチ）開始 

４月２９日（水） 個別意見交換会（自立再建希望者向け） 

５月２４日（日） 第２回 意見交換会 

５月３１日（日） 第４回 地域のきずな交流会 

６月１日（月） 第３回 個別意向調査（アウトリーチ）開始 

 ６月１日（月） 復興市営住宅 事前申込み開始（～6/30 まで） 

６月２１日（日） 個別相談会（復興市営住宅入居希望者向け） 

６月３０日（火） 災害義援金の申請受付終了 

7 月２0 日（月） 復興意見交換会 

８月２３日（日） 復興意見交換会 

項目 総額 配分総額（予定含む） 残額（予定含む） 
市）義援金  （7/31 時点） 602,168,155 円 602,168,155 円 0 円 
県）義援金 （7/31 時点）  701,914,631 円 701,914,631 円 0 円 

計 1,304,082,786 円 1,304,082,786 円 0 円 

※死亡の世帯数については、世帯全員が

死亡した場合にのみ計上。 

資料２ 
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